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一般的に、メールの同時送信数には制

限はないようです。はっきり「ない」と断言

できないのには理由があります。インター

ネット技術標準の基となるRFC（Request

for Comments）という文書には、メール

サーバーおよびメールクライアントのどち

らにも同時送信数制限について明文化さ

れていないのです。

RFC 788では、「受取人は100件まで

バッファーされるべき」だとし、「制限を課

さない技術を使用するべき」だとしていま

す。つまり、「最低100件は受け入れなさ

いよ」「制限をしないことを推奨しますよ」

という表現がされているに留まっているの

です。このような曖昧な表現ながら制限

を課さないことを推奨しているので、実質

的には上限を設けていないと考えてよい

でしょう。

実際、メールクライアントソフトのメーカ

ーに問い合わせてみたところ、メールクラ

イアント側では特に制限は設けていない

ようです（マイクロソフトのアウトルックの

み「To：」「Cc：」「Bcc：」欄に書ける文字

の合計が32KBの制限があるとの回答を

得ました）。

また、主要インターネットサービスプロ

バイダー数社に問い合わせてみたところ、

メール送信サーバー側でも特に制限を設

けていないということでした。ただし、送

信メールサイズそのものに上限を設定し

ている場合、メールヘッダー（宛先や送信
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日時、利用メールソフト、送信元のIPアド

レスやドメイン等の情報）も含めてサイズ

の上限を設定しているので、同時送信の

宛先が増えるとその分がヘッダーとしてメ

ールサイズに含まれてしまいます。また、

昨今では迷惑メールが社会問題化してい

るので、迷惑メールの発信源と見なされ

るような利用方法を繰り返した場合、該

当アカウントの利用停止もありうるので注

意をしてください。（ライター・佐治輝幸）

図1 メールソフトによっては宛先欄などに制限あり
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ウェブブラウザーを使ってどこかのサ

イトのホームページを見に行く際には、

ブラウザーとサーバーの間では、リンク

先をクリックするたびに、ブラウザーの

種類やバージョン、ブラウザーのサポー

トする言語、接続元のIPアドレスなど、

さまざまな情報がやりとりされています。

これは、HTTP要求ヘッダー（HyperText

Transfer Protocol request header）と呼ば

れます。

そのヘッダーの中に「参照元」の情報を

示す「REFERER」という指定された領域

があります。リンクをたどる時に、「あなた

のページをリクエストする前はこのURLを

見ていました」ということをクライアント（ブ

ラウザー）からサーバーに伝える役割をし

ます。ブラウザーはこのREFERERを使

って、リンク先のサーバーに対してリンク

元のURLを通知します。REFERERはリ

ンクをたどる時にのみ出力されるため、

REFERERの値を観察することによって、

閲覧者がどのサイトのリンクをたどってき

たのかという情報を知ることができます。

REFERERとは、本来「照会する」とい

う意味の「refer」の名詞形なのです。正し

い表記は「REFERRER」ですが、間違っ

た綴りの「REFERER」のまま広まってし

まっています。

さて、ご質問のケースでは、次のような

ことが考えられます。

秘密にしていたBBSに、その秘密BBS

の閲覧者（閲覧者A）が他サイトのアドレス

を書き込み、さらにそのアドレスを見た閲

覧者B（秘密BBSのURLを知っている人

物）が、書き込まれたアドレスをクリックし

て他サイトを訪れます。この際、閲覧者B

のブラウザーから訪問先サイトのサーバー

にREFERER（リンク元）として秘密の

BBSのURLが送られます。

秘密にしていたはずのBBSが訪問先サ

イトの管理者に知られてしまったのは、こ

のような仕組みによると推測できます（図

1）。

REFERERを知るにはアクセスログを

調べる方法が一般的ですが、BBSや

Weblogに標準でリンク元を表示する機

能が搭載されているものもあります。この

ような機能を持つサイトにリンクしてしま

い、そのリンクをたどってリンク元を表示

するサイトを訪問してしまうと、リンク元と

なったサイトも一般公開されているのと同

じ状態であると言えます（図2）。

どうしても秘密にしたいページは、パス

ワードによるアクセス制限を掛けるなど

して、無関係な閲覧者の訪問を防いだほ

うがよいでしょう。

（ライター・佐治輝幸）

どこからもリンクを張られていない秘密のBBS（電子掲示板）を作ったのですが、しばらくするとそのURL

が知られていました。誰にも教えていないのにどうしてわかったのでしょうか。（福岡県　平野さん）
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図1 「REFERER」の仕組み

図2 リンク元の一覧が表示されている様子
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